
＜６＞広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成２１年( 2 0 0 9年)２月１日

食
生
活
の
欧
米
化
や
ス
ト
レ

ス
の
増
加
な
ど
で
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
の
人
が
増
え
、
誰
も
が
花

粉
症
を
発
症
す
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

花
粉
症
の
人
に
は
つ
ら
い
季

節
で
す
が
、
ほ
か
の
病
気
と
違

い
、
早
め
の
対
処
や
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
で
症
状
を
軽
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
情
報
を
集

め
、
少
し
で
も
楽
に
飛
散
の
期

間
を
乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

花
粉
症
と
は
、
植
物
の
花
粉

が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
性
の
病
気
の
こ
と
で

す
。
主
な
症
状
と
し
て
は
、
く

し
ゃ
み
・
鼻
水
・
目
の
か
ゆ
み

な
ど
が
見
ら
れ
、
ま
れ
に
喘
息

や
皮
膚
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
は
、
異
物
に
対
す
る
抗
体
が

あ
る
数
以
上
で
き
る
と
発
症
す

る
病
気
な
の
で
、
現
在
花
粉
症

に
か
か
っ
て
い
な
い
人
も
今
後

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。日

本
で
初
め
て
花
粉
症
が
発

見
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
36
年
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
外
来
種
「
ブ
タ

ク
サ
」
の
花
粉
症
で
、
現
在
有

名
な
「
ス
ギ
花
粉
症
」
は
昭
和

38
年
に
日
光
市
で
初
め
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ギ
花
粉
症
が
増
え
た
原
因

は
、
戦
後
の
植
林
政
策
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時

全
国
の
山
林
に
植
え
ら
れ
た
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
、
現
在
大
量
の

花
粉
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
。

患
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
今
後
も
増
え
続
け
て
い
く

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
花
粉
症
に
か
か
っ
て
い

な
い
人
も
、
今
後
発
症
し
な
い

た
め
に
、
今
か
ら
予
防
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

予
防
法
と
し
て
は
、
マ
ス
ク

な
ど
を
し
て
花
粉
に
接
触
し
な

い
こ
と
が
第
一
で
す
。
ま
た
、

規
則
正
し
い
生
活
と
適
度
な
運

動
に
よ
り
体
力
づ
く
り
を
心
が

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

治
療
法
と
し
て
は
、
一
般
的

に
、
鼻
づ
ま
り
に
は
点
鼻
薬
、

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
に
は
内
服
薬

と
薬
物
療
法
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
時
間
を
か
け

て
体
質
を
変
え
る
「
減
感
作

（
げ
ん
か
ん
さ
）
療
法
」
や
、

特
に
鼻
づ
ま
り
の

ひ

ど

い

人

に

は

「
レ
ー
ザ
ー
手
術
」
、

く
し
ゃ
み
や
鼻
水

に
効
く
と
い
わ
れ

る
「
ト
リ
ク
ロ
ー

ル
酢
酸
塗
布
（
さ

く
さ
ん
と
ふ
）
法
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
治
療
法
は
誰
に

で
も
効
果
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の

で
、
主
治
医
と
よ

く
相
談
し
て
決
め

て
く
だ
さ
い
。

花
粉
の
飛
散
は
、

ス
ギ
か
ら
始
ま
り
、

ヒ
ノ
キ
が
約
１
カ

月
遅
れ
て
始
ま
り
ま
す
。
天
気

の
い
い
日
に
は
、
花
粉
は
風
に

の
っ
て
数
十
km
か
ら
数
百
km
飛

び
ま
す
。
例
年
２
月
20
日
前
後

が
ス
ギ
花
粉
飛
散
開
始
日
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
に

よ
る
と
、
西
日
本
で
は
昨
夏
の

気
温
は
高
く
、
日
照
時
間
が
長

か
っ
た
た
め
、
今
年
の
花
粉
の

飛
散
量
は
平
年
よ
り
や
や
多
い

と
予
報
が
出
て
い
ま
す
。
よ
く

晴
れ
て
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

日
、
雨
上
が
り
の
翌
日
、
風
が

強
い
日
な
ど
は
、
特
に
花
粉
の

飛
散
が
多
く
な
り
ま
す
。
自
分

で
花
粉
情
報
な
ど
に
気
を
配

り
、
上
手
に
花
粉
症
と
付
き
合

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中橋 弥里

木下 美由紀

北村久雄先生（北村耳鼻咽喉科院長）に花粉症全般

について教えていただきました。

増
え
続
け
る花

粉
症
患
者

花
粉
症
の
予
防
と治

療
法

今
年
の花

粉
予
報

■■花粉の飛散量を測定■■
つつじが丘小学校では、昨年２月から３月のスギとヒ

ノキの花粉飛散の時期に、当時５年生の有志1 4人が、毎

日、中庭で花粉の飛散量を調べました。

子ども達は測定当番を決め、毎日2 0分の休み時間に、

ワセリンを塗ったスライドグラスを花粉採取器にセット

し、前日セットしたものを回収します。そして、生物顕

微鏡を使ってスライドグラスに付着している花粉の数を

数え、花粉量の数値をまとめてグラフにし、近所のスー

パーや保健センターに掲示しました。

参加した子ども達は｢毎日の測定は大変だった｣と話し

ていましたが、身近な自然に触れる体験を通して、科学

への興味を深めることができました。

今年も５年生の有志によって、今月から測定が始めら

れます。

■■人と自然の関係を知ろう■■
この｢ミクロの科学｣という活動は、つつじが丘在住の

花吉通昭さんが、科学の研究職だった経験をいかして子

ども達に参加を呼びかけたものです.

花吉通昭さんのお話
大きさわずか3 0～5 0ミクロン（１

ミクロン＝１／1 0 0 0㎜）の花粉が、

多い日には１c㎡あたりに3 0 0個近く

も付着しており、毎日の測定は根気

のいる作業です。子ども達には、こ

の活動を通して身近な自然を知るこ

とや、一つの事を長期間こつこつと

調べる習慣を身に付けてほしいで

す。そして、海外から安い木材が輸入されるように

なったことで、スギやヒノキが利用されなくなり、

手入れされない山が増えて、成長しすぎた木が花粉

を多く撒き散らすようになったという、自然と人間

との関係についても、ぜひ知ってもらいたいと思い

ます。

つつじが丘小学校｢ミクロの科学｣

★気象情報・花粉情報を参考

に行動する

★ドアや窓を

閉めて花粉の

侵入を防ぎ、カーテンはこまめ

に洗う

★外 出 の 際 は 花

粉が付着しにくいすべすべした衣

類・マスク・メガネ・帽子を着

用。帰宅時には花粉を払い落とし、

手 洗 い ・ う が

い・洗顔をする

★まめに掃除機をかけ、掃除の

際に舞い上がったほこりは、ぬ

れぞうきんで拭き取る

２
月
に
な
る
と
そ
ろ
そ
ろ
鼻
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
と
思

わ
れ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
い
ま
や

国
民
の
1 0
人
に
１
人
が
か
か
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
「
ス
ギ
花
粉
症
」
の
季
節
が
到
来
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
花
粉
症
と
の
付
き
合
い
方
や
自
己

防
衛
法
、
花
粉
の
測
定
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。

簡単にできる

花 粉 症 セ ル

症状が軽いうちに予防を始める

と、花粉の多い時期でも比較的軽く

できる場合があるので、飛散開始日

の２週間前には薬を飲み始めましょ

う。また、自分でできる範囲の防衛

をしっかりしてください。

フ ケ ア

▲顕微鏡を使って花粉の観察をする子ども達


